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2021年4月から神戸三田キャンパスが生まれ変わります。

現在の総合政策学部、理工学部から、総合政策学部、

理学部、工学部、生命環境学部、建築学部の五つの学部とな

ります。“Be a Borderless Innovator（境界を越える革新者た

れ）”が、新しい神戸三田キャンパスのコンセプトです。　

　来るべきSociety5.0の世界では、膨大なビッグデータをAI

（人工知能）が解析し、その結果を人間にフィードバックす

ることで、イノベーションという新たな価値の創造が行われま

す。また、Society5.0の社会では、温室効果ガス排出削減等

の環境問題や持続可能な産業の発展等の経済問題など複

雑化した社会課題の解決も求められます。これらの社会課題

は、国連が提唱している「持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals：SDGs）」そのものです。

　当然のことですが、イノベーションの創出やSDGsの達成に

は、自然科学のみならず人文・社会科学の知見が必要不可欠

であり、学部学科の垣根はもとより、文系・理系の境界を越えて

学ぶことが必要です。今後は、現実社会の課題解決に当たって

も、文理横断的な思考が必須になると考えられます。現在のコ

ロナ感染症拡大への対応においても、感染から生命と健康を

守るための自粛か、失業や貧困を回避するための経済活動の

再開かといった、医学だけでなく経済学や社会学等の知見が必

要であることも明らかです。

　学問分野の枠を越えて新たな価値を創造することによって、

SDGsや地域創生の課題に応えるという神戸三田キャンパス

設立当初の原点を再確認したいと思います。

イノベーションとSDGs

学長のポケット
学長・村田 治

1 学長のポケット

2 特集 世界市民を育む、学びがある。
Be a Borderless Innovator
次代を拓く文理・分野横断型の学び

　新生KSC！4つの特徴
　5学部の学び
　進化するKSC
　Messages from KSC&三田

23 学院通信
関学カプセル

26 聖書に聞く
院長 舟木 讓

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、「関
学ジャーナル」268号は2021年4月に再編する神
戸三田キャンパスの特別号として発行しています。
通常号と紙面構成などが異なります。ご了承ください。
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2021年4月、KSC（神戸三田キャンパス）は理系4学部を新設し、文系の総合政策学部を合わせた5学
部を擁するキャンパスに生まれ変わります。激変する社会と複雑化する未来に向けて、「『持続可能な
エネルギー（Sustainable Energy）』の研究を軸とする地球規模の課題解決」「国境を越えた学びの
充実と拡充」「文理横断の教育システムの確立」「実社会での学びを通した起業家（アントレプレナー）
の育成」という四つの特徴を掲げ、さまざまな枠を越えた教育を推進することで「境界を越える革新者
（Borderless Innovator）」の育成を図ります。時代に挑み、次代を拓

ひら

くKSCの姿に迫ります。

特集
世界市民を育む、
学びがある。
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Be a Borderless
Innovator

次代を拓く文理・分野横断型の学び

KSC
神戸三田キャンパス

新体制
&

新学部

理学部
数理科学科／物理・宇宙学科／化学科

Point

自然科学の根源を学び探究する理学部
は国内では稀有の存在。数理科学科と化
学科に加えて、物理と宇宙物理学を包括
的に学ぶ物理・宇宙学科を新たに設置。

工学部
物質工学課程／電気電子応用工学課程／
情報工学課程／知能・機械工学課程

Point

分野を横断できる課程制を導入。隣接する分
野の専門性をさらに深く学ぶためのマルチプ
ル・メジャー（複専攻）を備え、多彩な知識が幅
広く身に付く。

建築学部
建築学科

Point
建築家だけでなく、都市計画技術者、まち
づくりリーダーの育成を掲げ、建築学から
現代社会における課題の解決に貢献。

総合政策学部
総合政策学科／メディア情報学科／
都市政策学科／国際政策学科

Point

4学科全てで海外での※PBLやフィールド
ワークのプログラムを強化し、国際性を育
む。メジャー・マイナー（主専攻・副専攻）制
度による建築学マイナーも可能。

生命環境学部
生物科学科／生命医科学科／
環境応用化学科

Point
海外学修科目を開設して、世界を舞台にし
た※PBL、フィールドワーク、実習等をカリ
キュラムに組み込む。

※Project Based Learning
（課題解決型学習）…与えられ
たテーマについて自ら考え、問
題を発見し解決していく能力を
身に付けていく学習。

2021年4月開設

RENEWAL

NEW

NEW

NEW

NEW
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あ
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。

　
理
学
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世
代
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機
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」や
工
学
部
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パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
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ニ
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」、生
命
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境
学
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光
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て
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ま
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合
政
策
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最
重

要
テ
ー
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し
て
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部
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設

時
か
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球
環
境
問
題
に
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り
組
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で
き
た
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績
が
あ
り

ま
す
。

　

K
S
C
は
文
理・分
野
の
境

界
を
越
え
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

研
究
力
を
集
結
し
た
、ま
さ
に

“Sustainable Energy”

の
一
大
研
究
拠
点
と
な
り
ま
す
。

電 気を交換するための技術「パワーエ
レクトロニクス」における独自のモ

ノづくり研究（2000℃という極限環境での
原子配列制御技術）は、世界の産業界に大
きなインパクトを与えようとしています。パ
ワー半導体の主流の素材Si（シリコン）より
も優れた特性を持つSiC（シリコンカーバイ
ド）を用いた「次世代パワー半導体」の研究
を進めており、豊田通商株式会社との大型
共同研究が成功すれば、電気自動車（EV）
への搭載等によって地球規模でのエネル
ギー消費量削減が期待されます。

水素と二酸化炭素から燃料となるメタ
ノールを人工的に生成する「人工光合

成」に取り組んでいます。メタノールは燃焼し
ても水と二酸化炭素以外の汚染物質を出さな
いため、石油などの化石資源に代わるクリー
ンエネルギーが生まれます。自然界の二酸化
炭素を消費しての化学反応のため、実質的に
二酸化炭素の排出量はゼロ。実現への道は容
易ではありませんが、無尽蔵の太陽光エネル
ギーを使って地球温暖化やエネルギー枯渇問
題を一度に、かつ半永久的に解決できる可能
性を秘めた夢のエネルギー研究です。

SDGsには17の目標があり、その7番目の項目が「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」です。
具体的には「すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを
確保する」ことで、まさにKSCの重点研究テーマである“Sustainable Energy”と直結しています。

詳細はこちら→ 
神戸三田キャンパス特設サイト　

省エネ社会への大きな貢献が見込まれる
「次世代有機EL」。特定の有機化合

物に電圧をかけると発光する現象「有機EL」
は発熱が少なく、光源として高効率であるこ
とから液晶に代わる次世代ディスプレー技術
として注目されています。2016年、最高レ
ベルの発光効率と色純度を示す有機EL用青
色発光材料「DABNA」を開発。JNC石油化
学株式会社との共同研究を通じて多くのハ
イエンドスマートフォンに採用されています。
2019年にはこれを上回る材料「ν-DABNA」
を開発し、さらなる省エネ化を進めています。

Pick Up! 

（生命環境学部には2021年4月より就任予定） （工学部には2021年4月より就任予定） （理学部には2021年4月より就任予定）
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“Sustainable Energy”の一大研究拠点を形成

地球規模の課題解決を

工学部
（電気電子
応用工学課程）

金子 忠昭
教授の研究

次世代有機ELで
“Sustainability”に貢献

理学部（化学科）

畠山 琢次
教授の研究

次世代パワー半導体が
地球温暖化を抑制

夢のエネルギー研究
人工光合成

生命環境学部
（環境応用
化学科）

橋本 秀樹
教授の研究

新生KSC！    　  の特徴4つ
神戸三田キャンパス



　
世
界
の
問
題
を
、世
界
の

人
々
と
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取
り
合
っ
て
解

決
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い
て
い
く
。そ
ん
な

世
界
基
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グ
ロ
ー
バ
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ダ
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考
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け

で
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も

強
く
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れ
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ま
す
。

　
K
S
C
で
は
、学
部
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専

門
分
野
に
関
す
る
海
外
学

修
科
目（
※P＿
B
L
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、実
習
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
）を
大
幅

に
拡
充
す
る
こ
と
で
、学
生

た
ち
が
世
界
各
地
で
現
地

の
学
生
ら
と
共
に
社
会
的

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
豊

富
に
用
意
し
ま
す
。

　
学
部
開
設
時
か
ら
英
語

教
育
や
国
連
等
と
の
連
携

の
下
に
高
い
レ
ベ
ル
で
の
国

際
化
を
実
現
し
て
き
た
総

合
政
策
学
部
は
も
ち
ろ
ん
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
の
海
外

理
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、イ
タ

リ
ア
で
西
洋
と
東
洋
の
発

酵
技
術
を
比
較
し
て
学
ぶ

生
命
環
境
学
部
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、理
系
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
多
彩
で
す
。

※�新型コロナウイルス感染症拡大の影
響により、プログラムの内容や実施期
間に変更が生じる可能性があります。

他にも独自の海外プログラムが多数あり、自身の興味や関心に合ったプロ
グラムに挑戦することができます。「神戸三田キャンパス特設サイト」では、
それらのプログラムを紹介し、実際に参加した学生の声も掲載しています。

詳細はこちら→ 
神戸三田キャンパス特設サイト　

※�独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）が2020年4月22日に公表した「2018
年度日本人学生留学状況調査結果」によるものです。

出典：2018年度日本学生支援機構「協定等に基づく日本人学生の留学状況」

【文系】台湾フィールドワーク
座学による台湾政治・経済・社会
の理解に加えて、台南市における
街並み保存の取り組みや自然環
境保護地区を視察。「台南市の観光振興策」をテーマに国立成功大学
学生とのグループワークを行い、台南市へ提案することを目指します。
派遣先：台湾 台南市 国立成功大学
実施期間：2月～3月（1週間程度）

【理系】Introduction to 
Scientific Diving
国立公園にもなっている離島で、
南方海域特有のサンゴ礁や海洋
生物を、ダイビングをしながら観
察し、それらの生態について学び
ます。そのために必要なダイビング免許（ADS ベーシックダイバー）の
取得も組み込まれています。
派遣先：インドネシア スマラン ディポネゴロ大学
実施期間：8月～9月（約10日間）

　海外の大学などとの協定等に基づく日本人学生派遣数において、
関西学院大学は2018年度、※1,833人を派遣し国内の大学でトップ
になりました。
　協定を締結している海外の大学・国際機関の数は2020年4月現在、
53カ国・地域で271校・4機関です。

Pick Up! 

海外協定大学などへの日本人学生派遣数の推移
（人）
2000

1800

1600

1400

1200

1000

800
2015 2016 2017 2018 （年度）

国連ユースボランティアや国際
社会貢献活動などの「国際ボラン
ティア」への学部別の参加学生数
は、総合政策学部が17人で最多！

962

1313
1449

1833

特集 世界市民を育む、
学びがある。

このうち総合
政策学部の
学生は253
人で、学部別
の派遣数で
は国際学部
に次ぐ2位！
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国境を越えた学びをさらに充実

海外学修を含む国際プログラムを拡充

関西学院大学の海外協定大学などへの
日本人学生派遣数は全国1位！

主な海外プログラム

全国
第1位

※Project Based Learning（課題解決型学習）…与えられたテーマについて自ら考え、問題を発見し解決していく能力を身に付けていく学習。



　
I
o
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ノ
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ッ
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人
工
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ボ
ッ
ト
工
学
の
進
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よ
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社
会
は
急
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に
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し
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ム
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な
ど
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も
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す
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す
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た
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重
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理
や
学
問
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越
え
た
学

び
の
中
で
養
わ
れ
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複
眼
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な
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野
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っ
て
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題
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に
気
付
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こ
と
で

す
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う
し
た
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会
に
お
い
て

「
文
理
に
分
か
れ
て
学
ぶ
」

時
代
は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い

て
社
会
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、複
数
の
領
域
に
ま
た
が

る
知
識
や
専
門
性
を
組
み
合

わ
せ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。こ
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、

K
S
C
で
は
新
設
理
系
4
学

部
と
総
合
政
策
学
部
で
文
理

の
境
界
、学
問
分
野
を
越
え
た

「
分
野
横
断
型
」の
学
び
を

実
現
し
ま
す
。

「KSC特設サイト」には、「KSC分野横断科目群」で各学部が提供する
プログラムに用意される科目名が掲載されています。文理と分野を越
えて、どのような学びを得ることができるのかイメージしてみましょう。

KSC分野横断科目群
5学部それぞれの専門分野の基礎的な科目で構成された「分野科目群」を設
け、5学部の学生が他学部の科目群を履修できる文理横断、分野横断の学び
の環境を実現します。自身の専門領域だけにとどまらない複眼的な視点を持
つ“Borderless Innovator（境界を越える革新者）”を育成します。

KSC総合教育科目「SDGs実践入門」（仮称）
SDGs達成に向けて、その内容を把握し、ビジネスやNPOなどの見地からソー
シャル・イノベーションについて考察します。授業は各学部の教員をはじめ、世
界経済フォーラムによって組織される33歳以下の事業家集団のNPO「グロー
バル・シェイパーズ」からのゲスト講師で行われるオムニバス形式。文系、理系
の学生が共に学ぶ、文理横断型開講科目です。

分野横断の学びを後押しする新しい学びの在り方
工学部では、分野横断を実現する課程制を導入し、さらに専攻分野と関連の
深い隣接分野を学ぶマルチプル・メジャー（複専攻）制度を設置。建築学部と総
合政策学部では、建築や都市デザイン、都市政策など、互いの学びの親和性
が高く、双方の分野を学べるメジャー・マイナー（主専攻・副専攻）制度を導入し
ます。総合政策学部では、レイト・スペシャライゼーション（入学後に学科を選
べるシステム）によって1年次は学科の枠にとらわれない学びを展開し、2年次
の学科選択から専門知識を深化させます。他学科の科目も履修できるため総
合的な視野を養うことが可能です。

詳細はこちら→ 
神戸三田キャンパス特設サイト　

Pick Up! 

文系

理系

3学部共同
自然科学基礎プログラム

数理科学プログラム

物理・宇宙基礎プログラム

化学基礎プログラム

理学部

物質工学プログラム

電気電子工学プログラム

情報工学基礎プログラム

実践人工知能基礎プログラム

工学部

生命科学プログラム

環境応用化学プログラム

生命環境学部

建築学部
建築学プログラム

総合政策学部
起業家育成プログラム
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3
文理の境界を越えた学びを推進

分野横断型の教育システムを確立

新生KSC！    　  の特徴4つ
神戸三田キャンパス



　
日
本
の
社
会
や
産
業
が
時

代
を
先
取
り
し
な
が
ら
変
化

し
て
い
く
た
め
に
は
、新
た
な

価
値
の
創
造
に
挑
戦
す
る
起

業
家（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
）

が
必
要
で
す
。社
会
に
変
革
を

も
た
ら
し
、次
の
時
代
を
切
り

拓
く
力
を
持
っ
た
起
業
家
精

神（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
）あ
ふ
れ
る
人
材
は
、企
業

か
ら
も
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
K
S
C
で
は
文
理
の
境
界

を
越
え
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
育
む
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
築
。理
学
部
を
母
体

に「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成

科
目
」を
創
設
し
、総
合
政
策

学
部
が
提
供
す
る
経
営
学
、知

財
、会
計
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

の
科
目
で
構
成
さ
れ
る
科
目

群
や
日
本
I
B
M
と
共
同
開

発
し
た「
A
I
活
用
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
P
i
c
k 

U
p
！
参
照
）な
ど
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、学
生
の
起
業

を
後
押
し
し
ま
す
。卒
業
後
に

自
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
起
業
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た〝
起

業
を
実
践
す
る
〟と
い
う
、従

来
の
大
学
の
枠
を
も
越
え
た

学
び
を
実
現
し
ま
す
。

他にも、6カ月間で実際に起業を経験する正課外プログラム「Kwansei Gakuin STARTUP 
ACADEMY for KSC」や、ビジネスアイデアを起業家の前で発表するビジネスピッチコンテストなど学
びの場は充実しています。起業を目指す学生へ関学出身社長たちによる総額30億円の資金提供も。

　1 AI活用人材育成プログラム
今や新しいビジネスを生み出すための公式は「X（何か）×AI（人工
知能）」。日本IBMとの共同開発により、2019年度から全学部の学
生を対象に開講しています。AI技術やデータサイエンスの基礎知
識からビジネスへの応用まで、AIを活用するために必要な知識やス
キルを学びます。

　2 KSC分野横断科目群
総合政策学部で開講されている経営学系の科目群を、「分野横断
科目群」として理系4学部の学生も履修可能に。理系の学生も、会
計やマーケティング、経営管理など、起業や新規事業に欠かせない
経営関連の知識を基礎からしっかりと身に付けられます。

Pick Up! 

詳細はこちら→ 
神戸三田キャンパス特設サイト　

アントレプレナーシップを育てるための四つの学び「AI活用人材育成プログラム」「KSC分野横断科目群」「ベンチャービジ
ネス創成」「ベンチャービジネス演習」を、正課科目の授業としてKSCの5学部に向けて展開します。

　3 ベンチャービジネス創成
理学部が開講する科目で、理系学生が科学技術を実社会の課題解
決に結び付けるための知識や考え方を身に付ける学修を実施。ベ
ンチャー企業で株式上場を果たしている関西学院大学出身の起業
家7人を講師に招き、リレー講座を展開します。演習ではグループ
ワークを行い、ビジネスモデルへの理解を深めます。

　4 ベンチャービジネス演習
総合政策学部が開講する科目で、実際に起業家として社会で活躍
している同学部の卒業生5人ほどが講師として来学。実体験に基
づいた起業ノウハウや実務情報を提供するなど、リアルな学びが得
られます。

特集 世界市民を育む、
学びがある。
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4
大学の枠を越えて実社会で起業する学び
アントレプレナー育成プログラムの創設

関西学院大学オリジナル！「アントレプレナー育成プログラム」



全
て
の
科
学
の
基
礎
を
学
び
、

数
や
自
然
の
美
し
さ
、宇
宙
の
不
思
議
、

科
学
技
術
の
力
に
ワ
ク
ワ
ク
し
よ
う
。

5学部の学び

理
学
部
で
は
全
て
の
科
学
の
基
礎
で
あ
る

自
然
界
の
法
則
や
原
理
を
専
門
的
に
学

び
ま
す
。研
究
活
動
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の

自
然
界
に
対
す
る
理
解
を
根
本
的
に
問
い
直
し
、

人
類
が
ま
だ
知
ら
な
い
真
理
を
あ
ぶ
り
出
し
ま

す
。現
代
社
会
で
は
情
報
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
世

を
支
配
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま

す
が
、そ
れ
ら
は
基
礎
科
学
の
積
み
重
ね
が
な
け

れ
ば
存
在
す
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
。次
世
代
の
社

会
の
在
り
方
を
模
索
す
る
現
在
、よ
り
広
く
し
っ

か
り
と
し
た
基
礎
を
築
く
必
要
が
あ
り
、だ
か
ら

こ
そ
、理
学
部
で
学
ぶ
意
義
が
あ
り
ま
す
。一
見
、

実
用
と
は
か
け
離
れ
た
壮
大
な
宇
宙
や
ミ
ク
ロ

な
物
質
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、そ
れ

ら
を
人
類
の
営
み
に
い
か
に
応
用
す
る
か
を
意
識

し
た
教
育
と
研
究
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

学
部
で
は
全
て
の
科
学
の
基
礎
を
学
ぶ
た
め
、

物
事
を
根
本
か
ら
捉
え
る
思
考
と
、常
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
広
い
視
野
を
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、こ
こ
で
学
ん
だ
人
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

の
課
題
に
対
し
て
、発
電
機
の
高
効
率
化
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、全
く
違
う
原
理
の
発
電
方

法
の
考
案
や
電
気
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

社
会
の
形
成
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。極
端
な
た
と
え
で
す
が
、そ
ん
な
思

考
が
で
き
る
人
材
が
卒
業
生
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

基
礎
科
学
の
原
動
力
は
知
的
好
奇
心
で
す
。

理
学
部
の
教
員
た
ち
も
若
い
頃
に
数
や
自
然
の

美
し
さ
、宇
宙
の
不
思
議
、科
学
技
術
の
力
な

ど
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。社

会
で
の
役
割
や
将
来
や
り
た
い
仕
事
は
簡
単
に

決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
ワ

ク
ワ
ク
や
好
奇
心
に
任
せ
て
進
め
ば
よ
い
の
で
す
。

そ
ん
な
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。

理
学
部 

（
2
0
2
1
年
4
月
よ
り
就
任
予
定
）

松
浦 

周
二 

教
授

M
atsuura Shuji
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

関
西
学
院
大
学
の
理
系
学

部
は
1
9
6
1
年
の
理

学
部
開
設
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。原
点
の
学
部
名
に
戻
る
理

学
部
は
、半
世
紀
以
上
の
伝
統
と

実
績
を
誇
る
化
学
科
、基
礎
数

学
か
ら
応
用
数
理
ま
で
の
多
様

性・学
際
性
が
特
徴
の
数
理
科
学

科（
2
0
0
9
年
開
設
）に
加
え

て
、物
理
・
宇
宙
学
科
を
設
置
し

ま
す
。

　
宇
宙
物
理
学
の
主
要
3
分
野

（
電
波
天
文
学
、赤
外
線
天
文

学
、X
線
天
文
学
）を
そ
ろ
え
る

国
内
で
は
稀
有
な
体
制
の
下
で
、

最
先
端
の
研
究
者
が
宇
宙
の
謎

に
迫
り
ま
す
。

「
銀
河
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
つ

く
ら
れ
た
の
か
」「
宇
宙
の
始
ま
り

の
頃
に
物
質
が
プ
ラ
ズ
マ
化
さ
れ

た
の
は
な
ぜ
か
」「
宇
宙
は
ど
の
よ

う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
」と
い
う

現
代
の
宇
宙
物
理
学
の
大
き
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。特

に
着
目
し
て
い
る
の
は
、宇
宙
で

最
初
に
生
ま
れ
た
星
々
や
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
す
。宇
宙
初
期
の
光

は
、宇
宙
の
膨
張
で
波
長
が
の
び

た
赤
外
線
の
宇
宙
背
景
放
射
と

し
て
天
空
に
広
が
り
、こ
れ
を
ロ

ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
で
観
測
し
て

い
ま
す
。地
上
で
は
有
り
得
な
い

極
限
環
境
で
あ
る
宇
宙
の
特
長

を
生
か
し
て
、新
た
な
物
理
法
則

の
発
見
を
目
標
に
、さ
ま
ざ
ま
な

宇
宙
実
験
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

天 空 に 広 が る 宇 宙 初 期 の 光 を ロ ケ ッ ト や 人 工 衛 星 で 観 測

理学部
詳細はこちら

代数学、幾何学、解析学、確率・統計の
四つを教育・研究の柱とし、純粋数学か
ら応用数理まで幅広く扱うことで数理
的な思考や問題解決能力を育みます。

数理科学科

物理法則を理解し、物理現象の実験・観
測・理論を用いた研究体験から論理的
思考能力と専門性を有する人材を養成
します。

物理・宇宙学科

さまざまな物質の構造、性質、反応の原
理を探究し、医薬品やエレクトロニクス
材料などの未来社会につながる物質の
創成を目指します。

化学科

学科編成

知
的
好
奇
心
を
満
た
す
学
び
で「
な
ぜ
」を
解
明
し

さ
ら
に
社
会
に
貢
献
す
る
研
究・教
育
を
推
進

松
浦
教
授
の

研
究

School of
Science
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理学部

〈数理科学科〉大学院進学／金融業・保険業（アクチュアリーなど）／
情報・通信業（データサイエンティストなど）／公的機関／中学・高校教
員等〈物理・宇宙学科〉大学院進学／電気・情報・素材・分析機器メー
カー／宇宙・航空関連企業／公的機関／中学・高校教員等〈化学科〉
大学院進学／化学関連企業（化成品・繊維・プラスチック・医農薬中間
体・分析機器など）／医薬品・化粧品・食品・自動車・エレクトロニクス関
連企業／公的機関／中学・高校教員等

卒業後の主
な進路

NASAの基地でロケットに搭載する望遠鏡を学生と組み立て



現
代
社
会
の
複
雑
化
す
る
課
題
。

問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

複
数
の
技
術
の「
引
き
出
し
」を
持
と
う
。

急速な社会様式の変革がいや応なく求
められ、実世界とバーチャル世界が一

体となる新しい時代の幕開けに立っていると、
誰もが感じているのではないでしょうか。不確
かな状況の中から新しい世界を創造するには
確固たる基盤技術が必要です。工学部では、
エネルギーの安定供給や、自動車や飛行機
などのモビリティーの自律化、信頼性のおける
情報通信技術など、持続可能な社会の構築
に必須となる知識と経験を身に付けます。さら
にAIや感性といった、人と関係する工学の諸
領域において必要となる分野を横断的に学
ぶことができます。課程制によって、複数の分
野が融合した特徴的なカリキュラムが構成さ
れ、興味に合った学びが得られます。
　工学の目的は社会における課題の解決で
す。現代社会の課題は複雑化し、柔軟、再構
成可能、持続可能、臨機応変、即応性と信頼
性の両立など、複合的な条件を満たす解が要
求されます。これらの問題解決を図ることがで
きる、複数の技術の「引き出し」を持った人材
の育成を目指します。異なる分野の技術の組
み合わせにより、生み出せるアイデアの数は
飛躍的に増大します。学部では、多分野にわ
たる豊富な実習と少人数での研究指導によ
り、問題を発見し解決する経験が得られます。
　大学から先の生涯の学習に枠はありませ
ん。自分で学ぶことを定め、必要な情報を取
捨選択し、自立努力する学びが必要です。学
ぶことの意味を常に考え、能動的に行動する
ことで、皆さんの人生が豊かになります。その
手助けができれば、たいへんうれしく思います。

工学部 （2021年4月より就任予定）

井村 誠孝 教授
Imura Masataka
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）、A
I（
人
工
知

能
）に
よ
り
、人
を
中
心
に
し
た
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
い
ま
す
。課
程
を
設
置

し
、多
様
な
知
識
と
視
野
を
基
に
複

雑
化
す
る
社
会
の
課
題
を
解
決
で

き
る
能
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
物
質
の
性
質
の
解
明
か
ら
実

用
化
ま
で
を
行
う
物
質
工
学
課

程
と
電
気
電
子
応
用
工
学
課
程
、

I
C
T
、A
I
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の

最
先
端
技
術
を
創
出
す
る
情
報

工
学
課
程
と
知
能
・
機
械
工
学
課

程
は
そ
れ
ぞ
れ
マ
ル
チ
プ
ル・
メ

ジ
ャ
ー（
複
専
攻
）制
度
を
採
用
し
、

二
つ
の
分
野
を
行
き
来
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
で
複
眼
的
な
視
点
を
育

て
ま
す
。

V
R（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

技
術
を
基
盤
に
、人
間
の
特
性
に

着
目
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を

構
築
し
、人
類
の
知
的
活
動
を
活

性
化
・
支
援
す
る
研
究
を
幅
広
く

行
っ
て
い
ま
す
。V
R
世
界
を
整

合
性
高
く
構
築
し
、ユ
ー
ザ
ー
が

体
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
技
術
の

統
合
が
必
要
で
す
。物
理
学
な
ど

の
法
則
に
従
っ
た
計
算
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
行
う
技
術
や
、人
間
の

知
覚
や
認
知
に
関
す
る
知
識
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。V
R
世
界
と
実

世
界
と
の
間
の
垣
根
を
、技
術
の

力
で
取
り
払
い
、高
度
に
情
報
化

さ
れ
た
生
活
が
よ
り
豊
か
で
楽
し

い
も
の
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

V R 技 術 を 基 盤 に 人 類 の 知 的 活 動 の 活 性 化 ・ 支 援 を

コース編成 分野を横断したカリキュラムを実践。
社会の要請に応える次代の研究教育を行うために「課程制」を導入します。

物質科学分野

情報科学分野

電気電子工学分野

人間・機械系分野

新しい物質を創成するため
の基礎から実践を、物理と
化学の両面から分野横断的
に学びます。物質科学から
エネルギー問題を解決でき
る人材を育てます。

AIや感性工学など多彩なIT
を学びます。ハードウェアや
ソフトウェア、ネットワーク
などITの基盤となる専門知
識を修得し、IT技術を身に
付けます。

われわれの社会を支える電
気エネルギー（電力）に関
わる問題を解決し得る「次
世代の電気電子工学」を学
び、持続可能な社会に貢献
します。

知能との融合による機械シ
ステム技術を学びます。AI
をはじめ、機械システムの
知能化のための多彩な知
識、技術を身に付けます。

物質工学課程

情報工学課程

電気電子応用工学課程

知能・機械工学課程

「
課
程
制
」導
入
に
よ
り
分
野
融
合
型
の
学
び
を
実
現

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
る

工学部
詳細はこちら

井
村
教
授
の

研
究

School of
Engineering
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工学部

〈物質工学課程〉大学院進学／エネルギー関連企業（燃料電池・太陽電池・新型二次電池・水素貯蔵など）／材料・素材・電子部品・自動車メー
カー／公的機関／中学・高校教員等〈電気電子応用工学課程〉大学院進学／半導体・エレクトロニクス産業（パワーデバイス・モジュールな
ど）／自動車・航空・電気・精密機器・製造業（電力変換器・送電設備・部品素材など）／公的機関／中学・高校教員等〈情報工学課程〉大学院
進学／情報・通信業（ハードウェア・ソフトウェア開発、ネットワーク構築）／製造業（電気・精密機器など）／公的機関／中学・高校教員等〈知
能・機械工学課程〉大学院進学／製造業（機械・自動車・電気・精密機器など）／データ分析系ベンチャー企業／公的機関／中学・高校教員等

卒業後の主
な進路

国際会議「IEEE VR」でバーチャル発表する学生（灰色のアバ
ター)



既
存
の
学
部
に
と
ら
わ
れ
な
い

横
断
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、

国
際
的
な
科
学
の
場
で
視
野
を
広
げ
よ
う
。

生
命
環
境
学
部
で
は
、私
た
ち
を
取
り
巻

く
生
命
と
環
境（≒

自
然
）に
つ
い
て
学

び
、そ
の
シ
ス
テ
ム
の
解
明
や
利
用
を
目
指
し
た

研
究
を
行
い
ま
す
。生
物
や
環
境
は
単
一
の
生
命

体
や
現
象
で
は
な
く
、常
に
変
動
す
る
環
境
の
中

で
、多
様
な
生
物
種
と
共
存
し
影
響
し
合
っ
て
い

ま
す
。生
物
科
学
科
で
は
微
生
物
か
ら
植
物
や

昆
虫
ま
で
、さ
ら
に
海
洋
や
極
限
環
境
に
適
応
し

た
生
物
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
物
種
と
そ
の
相

互
作
用
を
扱
い
、多
様
な
生
物
や
環
境
応
答
に

関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
ま
す
。さ
ら
に
、研
究

を
深
め
る
こ
と
で
、生
命
の
神
秘
に
迫
る
機
構
の

解
明
、環
境
問
題
や
食
料
問
題
な
ど
現
代
社
会

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
部
で
は
、充
実
し
た
設
備
と
実
習
と
と
も

に
、国
内
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、生
物
と
環
境
へ
の
興
味

に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

で
、理
工
農
医
学
な
ど
の
既
存
の
学
部
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うに

と
ら
わ
れ
な
い
横
断
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得

で
き
ま
す
。海
外
で
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

語
学
と
と
も
に
海
洋
生
物
や
地
質
学
、発
酵
技

術
を
学
ぶ
※P＿
B
L
な
ど
が
あ
り
、国
際
的
な
科
学

の
場
に
触
れ
る
こ
と
で
広
い
視
野
を
身
に
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、学
科
や
研
究
室
の
主
要

な
テ
ー
マ
に
と
ら
わ
れ
ず
、新
た
な
分
野
に
挑
戦

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。授
業
や
実

習
で
得
た
知
識
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
持
っ
た

学
術
的
視
点
と
な
り
、共
に
研
究
す
る
こ
と
で
新

た
な
成
果
が
生
ま
れ
ま
す
。研
究
室
や
国
内
に
と

ど
ま
ら
な
い
成
果
を
皆
さ
ん
と
共
に
創
り
上
げ
、

国
際
社
会
や
科
学
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
発
信
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

生
命
環
境
学
部 

（
2
0
2
1
年
4
月
よ
り
就
任
予
定
）

武
田 

直
也 

准
教
授

T
akeda N

aoya
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※Project Based Learning（課題解決型学習）…与えられたテーマについて自ら考え、問題を発見し解決していく能力を身に付けていく学習。



特集 世界市民を育む、
学びがある。

環
境
、食
糧
、健
康
な
ど
現

代
社
会
の
課
題
解
決
に

挑
む
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、植

物
、昆
虫
、微
生
物
な
ど
の
機

能
分
析
か
ら
取
り
組
む
生
物
科

学
科
、生
命
科
学
か
ら
医
学
応

用
ま
で
を
学
ぶ
生
命
医
科
学
科
、

化
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
環

境
に
や
さ
し
い
社
会
の
構
築
を

目
指
す
環
境
応
用
化
学
科
で
構

成
し
ま
す
。

　
実
験
科
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
を
駆
使
し
た
先
進
的
な
教

育
研
究
の
拠
点
を
構
築
し
、生
命

環
境
分
野
の
未
来
を
担
う
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

植
物
と
微
生
物
間
の
相
利
的
な

相
互
作
用
で
あ
る「
共
生
」の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に
、ア
ー

バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
菌
根
菌
や
根
粒
菌

と
い
う
、宿
主
植
物
の
根
に
共
生

器
官
を
作
っ
て
リ
ン
や
チ
ッ
ソ
な
ど

の
栄
養
素
を
与
え
る
代
わ
り
に
光

合
成
産
物
な
ど
を
得
る
土
壌
微

生
物
を
モ
デ
ル
に
、共
生
を
制
御

す
る
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
共
生
栄

養
供
給
能
の
解
明
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。最
新
の
研
究
手
法
を
取

り
入
れ
な
が
ら
植
物
、微
生
物
双

方
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、基
礎
的

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、研
究
成

果
や
基
盤
技
術
を
発
展
さ
せ
、実

用
植
物
を
用
い
て
共
生
能
の
農

学
・工
学
的
利
用
を
目
指
す
応
用

研
究
も
し
て
い
ま
す
。

宿 主 植 物 と 土 壌 微 生 物 と の 共 生 メ カ ニ ズ ム の 解 明 を

植物や昆虫、微生物まで、地球上に生
きるさまざまな生物について生命現象
のメカニズムや優れた機能を分子レベ
ルで解き明かし、その活用を考えます。

生物科学科

生命に対する健全な倫理観と専門知識
を持って、医学・薬学・医工学分野に応
用し、疾病治療や健康維持に貢献する
知識や技能を身に付けます。

生命医科学科

分子レベルの物質合成から地球規模で
の環境調査まで、化学を使って「環境
にやさしく豊かな社会を実現する未来
技術」の創出を目指します。

環境応用化学科

学科編成

環
境
、食
糧
、健
康
な
ど
の
課
題
に
挑
む
力
を
身
に
付
け

生
命
環
境
分
野
か
ら
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

生命環境学部
詳細はこちら

武
田
准
教
授
の

研
究

School of
Biological and Environmental Sciences
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生命環境学部

〈生物科学科〉大学院進学／医療・保健・製薬／バイオテクノロジー関連企業
／化学系・食品・化粧品・種苗等の業界／開発・研究職／公的機関／中学・高校
教員等〈生命医科学科〉大学院進学／医療・保健・製薬／化学工業・化学原材
料・食品・化粧品等の業界／開発・研究職／公的機関／中学・高校教員等〈環
境応用化学科〉大学院進学／医療・保健・製薬／バイオテクノロジー関連企
業／素材メーカー（繊維・プラスチックなど）／化学工業・食品・電気・精密機器
等の業界／環境コンサルタント／開発・研究職／公的機関／中学・高校教員等

卒業後の主
な進路

多様な種類の根粒菌と共生するミヤコグサ（マメ科）



成
り
立
ち
や
制
度
、仕
組
み
を
学
び
、

背
景
や
個
性
を
尊
重
し
た

こ
れ
か
ら
の
ま
ち・都
市
を
考
え
よ
う
。

人口構造や社会の在り方が変わりつつあ
る現代において、人の価値観も変化し

ています。建築とは単に建物を造ることだけで
はありません。その場所に何が必要とされ、どの
ような使い方をされるのかなどを踏まえ、「今」だ
けでなく「これまで」と「これから」をつなぐもので
す。場合によっては建物を建てないことも建築
です。
　建築を学ぶとは、一つの建物にとどまらず都
市を形成し、そこで活動するあらゆる要素につ
いて学ぶことです。目に見えるものもあれば、見
えないものもあります。同じ人間がいないように、
同じ「まち」はありません。建築学部では、生活
や活動を行う場（空間）について、その成り立
ちや制度、仕組みなどについて学び、それぞれ
の背景と個性を尊重したこれからの

4 4 4 4 4

まち・都市
を考えます。データや統計などを用いた客観的
根拠による判断と柔軟な発想、これらを伝える
能力、そして地域の方や仲間と意見を交わすこ
とで創発される感性を磨いてもらいます。
　自ら学びを求めていく大学では、大変な課題
に取り組まなければならないこともあり、自分か
ら行動を起こし粘り強く取り組む力が必要です。
また、地域をより良くするために力を尽くし、それ
らが持つ課題と主体的に関わろうとする行動
力も不可欠です。そのような力を身に付けたい
と思う学生と共に学び、その期待に応えられる
ような学びの環境を充実させていきます。

建築学部 （2021年4月より就任予定）

清水 陽子 教授
Shimizu Yoko
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代

に
お
い
て
、建
築
に
求
め

ら
れ
る
役
割
に
は
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。都
市

再
生
や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
、環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
、災
害
へ
の
対
策
な
ど
多
く
の

課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
の
建
築

が
担
う
未
来
と
は
─
。

　
デ
ザ
イ
ン
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

工
学
、人
文
社
会
科
学
な
ど
の
幅

広
い
観
点
か
ら
建
築・都
市
を
学

べ
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
。

建
築
学
の
視
点
か
ら
、現
代
社
会

に
お
け
る
課
題
解
決
に
貢
献
で

き
る
建
築
士
、都
市
計
画
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、公
的
機
関
で
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
職
な
ど
の
有
用
な
人

材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

「
ま
ち
」と
は
自
然
に
そ
こ
に
生

ま
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
が
そ
の
土
地
を
選
び
、開
発
し
、

活
動
す
る
か
ら
そ
こ
が「
ま
ち
」

と
な
り
、都
市
と
な
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
、人
が
い
る
と
い
う
こ
と

に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。人

が
生
活
を
し
、働
く「
ま
ち
」は
活

気
が
あ
り
ま
す
が
、人
が
住
ま
な

く
な
っ
た
り
、関
心
を
示
さ
な
か
っ

た
り
す
る
と
す
ぐ
に
衰
退
し
て
し

ま
い
ま
す
。「
ま
ち
」は
生
き
物
な

の
で
す
。私
は
、地
域
の
持
続
性

を
保
ち
、付
加
価
値
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
、土
地
利

用
に
つ
い
て
、生
活
者
と
し
て
の

目
線
を
大
事
に
し
た
研
究
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地 域 の 持 続 性 を 保 つ ま ち づ く り を 生 活 者 目 線 で

学科コンセプト 「デザイン+マネジメント」「工学+人文社会科学」「グローバル+フィールド」の
各分野に軸足を置いて建築と都市について学べます。

建築学科
工学+人文社会科学
建築デザイン、都市デザイ
ン、まちづくり、コミュニティ
デザインなどの分野におい
て、最前線で活躍できる人
材を養成します。

デザイン+マネジメント
建築デザイン、インテリア
デザイン、都市デザインな
どの分野において、最前線
で活躍できる人材を養成し
ます。

グローバル+フィールド
建築デザイン、都市デザイ
ン、都市計画、都市・建築防
災、スマートシティなどの分
野において、最前線で活躍
できる人材を養成します。

デザイン マネジメント

グローバル

フィールド人文社会
科学

工学

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
建
築
と
都
市
の
未
来
を
創
造

建
築
学
の
視
点
か
ら
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

建築学部
詳細はこちら

清
水
教
授
の

研
究

School of
Architecture
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建築学部

〈建築学科〉建築設計事務所（国内・海外）／建設会社／住宅メーカー／デベロッ
パー／都市計画コンサルタント／公的機関／NPO・NGO／大学院進学
建築デザインおよび都市デザインに関する専門知識と技術を土台に、教養と倫理観
を持って、建築学の視点から社会の課題を解決する人材、地域の歴史や文化などを
理解しつつ、リーダーシップを発揮して活躍できる建築家、都市計画技術者、まちづ
くりリーダーの育成を目指します。大学の学びによって建築士試験の受験資格を得
られるため、実務経験を積めば、将来は一級建築士として活躍できます。

卒業後の主
な進路

フィールドワークの拠点となっている丹波市柏原町の「関学柏原スタジオ」



知
的
欲
求
に
多
方
面
か
ら
応
え
る

世
界
基
準
の
学
び
の
中
で
、

「
総
合
力
」と「
実
践
力
」を
育
も
う
。

四
つ
の
学
科
が
あ
る
総
合
政
策
学
部
に
は
、

都
市
、メ
デ
ィ
ア
情
報
、政
治
、経
済
、哲
学
、

言
語
、環
境
、そ
し
て
国
際
協
力
な
ど
、文
系
か
ら

理
系
ま
で
多
彩
な
専
門
領
域
を
持
つ
教
員
が
お
り
、

学
生
は
興
味
に
応
じ
て
授
業
を
自
由
に
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
び
が
深
ま
る
に
つ
れ
、他
の
分
野
も
知
り
た
く

な
る
。そ
ん
な
学
生
の
知
の
欲
求
に
多
方
面
か
ら

応
え
ら
れ
る
こ
と
が
、学
部
の
最
大
の
強
み
で
す
。

　

総
合
政
策
学
部
の
学
び
の
特
長
は「
総
合
力
」

と「
実
践
力
」だ
と
思
い
ま
す
。21
世
紀
の
人
材
に

求
め
ら
れ
る
資
質
は
、物
事
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
分
析
で
き
る
総
合
力
で
す
。多
様
な
分
野
に

つ
い
て
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
本
学
部
は「
総

合
力
」を
身
に
付
け
る
学
部
と
言
え
ま
す
。ま
た
、

「
英
語
の
総
政
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
総
政
」と
言
わ

れ
る
ぐ
ら
い
、英
語
学
習
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。教
室
で
し
っ
か
り
と
学
ん
だ

後
、実
社
会
や
世
界
で
学
ぶ
こ
と
で「
実
践
力
」を

高
め
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、1
年
生

の
基
礎
演
習
、2
年
生
の
政
策
演
習
、3
年
生
か

ら
4
年
生
の
研
究
演
習
と
、少
人
数
の
ゼ
ミ
が
用

意
さ
れ
て
い
て
、学
生
と
教
員
の
距
離
が
近
い
こ
と

も
特
長
で
す
。学
年
を
経
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
専

門
性
を
高
め
、学
び
と
研
究
の
集
大
成
と
な
る
卒

業
研
究
で
4
年
間
の
学
び
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

緑
豊
か
で
学
習
環
境
に
恵
ま
れ
た
神
戸
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
は
今
、ま
さ
に
文
理
横
断
の
学
び
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も

あ
る“Borderless Innovator”

と
な
る
べ
く
、自

ら
考
え
行
動
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
生
を
、世
界

基
準
の
学
び
が
で
き
る
総
合
政
策
学
部
で
待
っ
て

い
ま
す
。

総
合
政
策
学
部

西
野 

桂
子 

教
授

N
ishino K

eiko

KG JOURNAL 15



特集 世界市民を育む、
学びがある。

“

Think G
lobally, A

ct 

L
o
c
a
lly

（
地
球
規
模

で
考
え
、足
元
か
ら
行
動
を
起

こ
せ
）”

の
モ
ッ
ト
ー
の
下
、現
代

社
会
に
求
め
ら
れ
るC

utting 

E
dge

（
最
先
端
）な
教
育
研
究

の
充
実
を
図
り
、2
0
2
1
年
4

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。そ

の
学
び
は
、法
学
、政
治
学
、経
済

学
、経
営
学
、社
会
学
、社
会
福

祉
学
、工
学
、理
学
、言
語
文
化
を

組
み
合
わ
せ
た
、従
来
の
学
問
の

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
実
践
力
を
身
に
付
け

る
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

導
入
。ま
た
、国
際
舞
台
で
活
躍

す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
高
い

英
語
運
用
能
力
を
身
に
付
け
る

学
部
独
自
の
英
語
教
育
を
行
い

ま
す
。

米
国
の
大
学
院
を
卒
業
後
、日

本
政
府
が
費
用
を
負
担
し
て
若

者
を
国
連
に
派
遣
す
る
J
P
O

制
度
に
よ
っ
て
、国
連
児
童
基
金

（U
N
IC
E
F

）の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

事
務
所
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。そ

こ
で
開
発
支
援
の
在
り
方
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、そ
れ
ら
の
課
題
と
解
決

策
、目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
考

察
を
進
め
ま
し
た
。そ
の
後
、開

発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
起
業

し
、業
務
を
通
し
て
政
府
開
発
援

助（
O
D
A
）に
つ
い
て
研
究
し
理

解
を
深
め
、現
在
は「
途
上
国
の

課
題
を
事
業
で
解
決
す
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

「
O
D
A
の
評
価
」を
テ
ー
マ
に

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
問
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
総
合
的
な
学
び
を
実
現
し

複
雑
化
す
る
社
会
の
課
題
解
決
に
役
立
て
る

開 発 支 援 や ジ ェ ン ダ ー を テ ー マ に 課 題 や 解 決 策 を 探 究

コース編成 1年生は学科に所属せず多様な分野を幅広く学修。
2年生から学科に所属して専門・演習科目などを履修。3年生からゼミに所属します。

グローバル社会における都
市と地域の活性化策とは何
かを考察し、時代に即した
都市政策を提案できる人材
を育てます。総合的・実践的
な知識を学修し、政策立案・
実行能力を身に付けます。

国連が掲げる「国際社会に
おける平和構築」「国際発
展と開発」「人権の擁護」
という三つの課題を中心に、
国際政策の理論と実践を
研究。国際社会で課題を発
見・解決する能力を持つ人
材を育成します。

「自然と人間の共生、人間
と人間の共生」の理念のも
と、社会科学、自然科学、人
文科学のさまざまな分野を
総合的に学ぶことで、地球
規模の課題に対し立案・実
行できる人材を育成します。

社会をより良くするために、
日々進歩する情報通信技
術を活用。情報化社会が抱
える問題を総合的に考察し、
多様なメディアを用いて諸
問題を解決する政策案を社
会に発信できる人材を育成
します。

都市政策
学科

総合政策
学科

国際政策
学科

メディア情報
学科

総合政策学部
詳細はこちら

西
野
教
授
の

研
究

School of
Policy Studies
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総合政策学部

学部独自の
プログラ

ム

〈希望する全ての学生が海外研修に参加可能〉2021年度から希望する学生全員が目的やレベルに適した海外派遣プログラム（留学や海外
フィールドワーク、国際ボランティア）に参加できます。〈グローバルな舞台で活躍する人材を育成するGCaP〉GCaP（グローバルキャリア
プログラム）は、国際機関、国際NGOなどの国際協力・社会貢献活動やグローバルなビジネスの分野で活躍を目指す学生を対象に、グローバル化に
対応した国際競争力のある人材を育成する少人数制プログラムです。〈一級建築士を養成「建築士プログラム」〉「自然と人間の共生、人間と
人間の共生」という学部理念の下、安全・快適で美しさも兼ね備えた、持続可能な都市空間の創造を目指し、一級建築士を養成するカリキュラムを編
成。本学部の文理融合型カリキュラムに含まれる指定科目を修得し卒業すれば、一級建築士試験を「実務経験なし」で受験することが可能です。

フィリピンでのフィールドワーク
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

2
0
1
9
年
5
月
末
に
K
S
C（
神
戸
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン

ズ
の
一
角
に
設
置
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
総
合
メ
ー

カ
ーSnow

 P
eak

の
テ
ン
ト（
ラ
ウ
ン
ジ
シ
ェ

ル
）は
、グ
ル
ー
プ
で
勉
強
し
た
り
語
り
合
っ
た

り
で
き
る
、新
た
な
人
気
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
ま

す
。靴
を
脱
い
で
テ
ン
ト
に
入
り
、友
人
と
テ
ー

ブ
ル
を
囲
む
と
、普
段
と
同
じ
こ
と
を
す
る
の
も

ワ
ク
ワ
ク
し
た
り
、楽
し
く
な
っ
た
り
。大
学
で

は
な
い
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
こ
と
が
魅
力
的
と

い
う
の
が
大
き
な
理
由
で
す
。

　
関
西
学
院
大
学
は
2
0
2
0
年
6
月
17
日
、

「
人
間
性
の
回
復
」
を
社
会
的
使
命
と
す
る

S
now

 P
eak

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。こ
の
協
定
に
よ
る
大
き
な
取
り
組
み

の
一
つ
が
、キ
ャ
ン
プ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
新

し
い
学
び
の
場「C

am
ping C

am
pus

」の

創
造
で
す
。K
S
C
に
は
、教
室
以
外
に
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
と
い
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
実
践
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
場
が
あ
り
ま
す
の

で
、「C
am
ping C

am
pus

」は
第
3
の
学
び

の
場
の
創
造
に
な
り
ま
す
。

　「C
am
ping C

am
pus

」と
は
、学
部
や

学
年
の
壁
、大
学
と
社
会
と
の
壁
、人
間
社
会
と

自
然
の
壁
、教
室
と
い
う
場
所
的
制
約
、授
業
時

間
や
建
物
の
開
館
時
間
と
い
う
時
間
的
制
約
な

ど
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化

し
、新
し
い
学
び
の
時
間
と
空
間
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
す
。大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
日

常
と
、キ
ャ
ン
プ
の
テ
ン
ト
や
た
き
火
と
い
っ
た

非
日
常
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、ワ
ク
ワ
ク
、ド

キ
ド
キ
感
を
持
ち
な
が
ら
、好
奇
心
や
想
像
力
を

か
き
立
て
、自
由
な
発
想
でinnovation

を
起

こ
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
て
る
仕
掛
け
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
非
日
常
的
な
空
間
を
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
空
間
に
多

様
な
人
た
ち
が
自
然
に
集
ま
り
、教
室
で
は
得
ら

れ
な
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
こ
う
し
た
仕
掛
け
を

取
り
入
れ
、学
生
生
活
の
当
た
り
前
の
風
景
に
す

る
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
と
は
質
的
に
異
な
る
、新

し
い
意
識
を
学
生
の
心
に
も
た
ら
す
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
空
間
や
場
を
効
果
的
に
活

用
で
き
る
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ハ※
ッ
カ
ソ
ン
、ア
イ
デ
ア
ソ

ン
な
ど
を
開
発・展
開
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、関
西
学
院
大
学
が
推
進
す
る
S
D
G
s

の
取
り
組
み
に
お
い
て
、学
生
有
志
とS

now
 

P
eak

で
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

サ
イ
ズ
や
素
材
、デ
ザ
イ
ン
や
価
格
帯
を
意
見

交
換
し
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
ボ
ト
ル
を
共

同
開
発
し
ま
す
。2
0
2
1
年
度
か
ら
K
S
C

の
新
入
生
へ
の
配
布
や
全
学
生
を
対
象
に
し
た

学
内
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。導
入
後
の
意
識

改
革
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
学
生
が
中
心
に
な
っ

て
行
い
、K
S
C
で
年
間
消
費
さ
れ
る
約
27
万

本
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
う
ち
3
万
本
の
削
減
を
目

指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、理
工
学
部
人
間
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の

長
田
典
子
教
授
に
よ
る
共
同
研
究
で
は
、専
門

の
感
性
工
学
の
視
点
か
ら
、人
がC

am
ping

体

験
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
感
動
や
ワ
ク
ワ
ク
感
と

い
っ
た
目
に
見
え
な
い
感
性
の
価
値
を
、ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
に
数
値
化
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
知
見
を
、「C

am
ping C

am
pus

」

と
い
う
新
し
い
学
び
の
場
やSnow

 P
eak

の

ギ
ア
開
発
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
垣
根
を
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
す
る

非
日
常
的
な
学
び
の
時
間
と
空
間
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「Camping Campus」 Webサイト

※ハッカソン、アイデアソン…さまざまなメンバーが集まり、一定期間内で共同開発やアイデア創出を行うイベントのこと。

※写真は2020年2月初旬に撮影したものです。



Academic

Commons

2
階
ま
で
吹
き

抜
け
で
自
然

光
が
た
っ
ぷ
り
注
ぎ

込
む
約
8
0
0
平
方

㍍
の
空
間
は
、グ
ル
ー

プ
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
課
題
に
取
り
組

む
た
め
の
共
同
学
習

ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
仕
切
り
の
壁
は
存

在
せ
ず
、そ
の
時
の

学
習
ス
タ
イ
ル
や
グ

ル
ー
プ
の
規
模
に
よ
っ
て
最
適
な
空
間
を

デ
ザ
イ
ン
で
き
る
可
動
式
の
机
や
椅
子
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
やSnow

 P
eak

の
テ

ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。学
部
や
教

職
員
の
垣
根
を
越
え
た
出
会
い
と
仲
間
と

の
輪
が
自
然
と
広
が
り
、気
軽
に
話
を
す

る
こ
と
で
新
た
な
気
付
き
や
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
の
施
設・備

品
を
一
定
期
間
専
有
し
、グ
ル
ー
プ

が
協
働
し
て
、自
分
た
ち
の
掲
げ
た
目
標

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、「
生
き
た
学
び
」を

実
践
す
る「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ・プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。授
業
外
の
活
動
を
通
し
て
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
課
題
解
決
力
の

向
上
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
、企
画・提

案
力
の
発
揮
な
ど
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
の
閉

鎖
が
続
い
て
い
ま
す
が
、環
境
問
題
の
解
決

や
異
文
化
交
流
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含

め
、13
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
が
始
動
し
て
い
ま

す
。ま
た
、昨
年
度
に
学

生
の
防
災
意
識
向
上
を

目
的
に
安
全
管
理
室
と

協
働
し
て
災
害
時
の
行

動
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た

K
S
C
協
働
防
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「Share info 

K
S
C

」は
、現
在
、防
災

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

学
生
の
学
生
に
よ
る

学
生
の
た
め
の
生
き
た
学
び
の
場

学びの空間をデザインする「アクティブラーニングゾーン」

思いを形にする「アカデミックコモンズ・プロジェクト」

学
生
、教
職
員
、O
B・O
G
、学
外
の
人
々
と
多
様
な
出
会
い
を
通
し
て
新
た
な

世
界
を
開
拓
し
、主
体
的
に
学
び
、探
究
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
価
値
あ
る

こ
と
を
創
造
す
る
楽
し
さ
を
知
り
、そ
れ
を
広
く
発
信
し
て
知
を
共
有
す
る
輪
を

広
げ
る
。こ
の
よ
う
な
活
動
の
拠
点
と
な
る
空
間
が
、「『
学
習
』と『
憩
い
』と『
学

生
活
動
』の
融
合
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
で
す
。「
学
生

の
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
生
き
た
学
び
の
場
」と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホワイトボードも活用して自分たちだけのスタイルをデザイン

可動式の机と椅子は、大規模の講演や少人数の学習もデザイン可能

学生たちが制作したプロジェクションマッピングを体育館に投影

アカデミックコモンズ・プロジェクトの中間発表

アカデミックコモンズ

進化するKSC ②
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Academic

Commons
平
日
の
日
中
に
は
、

学
習
の
相
談
役

で
あ
る「
ク
レ
セ
ン
ト

チ
ュ
ー
タ
ー
」の
大
学

院
生
が
駐
在
し
て
い
ま

す
。駐
在
中
は
い
つ
で
も

相
談
可
能
で
、「
レ
ポ
ー

ト
の
書
き
方
が
分
か
ら

な
い
」「
数
学
の
解
き
方

が
分
か
ら
な
い
」な
ど

学
習
に
お
い
て
生
じ
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
答

え
て
く
れ
る
心
強
い
サ

ポ
ー
タ
ー
で
す
。

　
現
在
、対
面
で
の
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
が
、6
月

4
日
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
か
ら
の
予
約
制
で
W
e
b
を
活

用
し
た
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

す
で
に
1
年
生
を
中
心
に
約
30
件
の
相

談
が
あ
り
、学
習
に
関
す
る
悩
み
の
解

決
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　「
学
部
生
の
間
に
知
っ
て
お
く
と
必

ず
役
に
立
つ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ク
レ
セ

ン
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
も
不
定
期
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、よ

り
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
参
加
で
き
る「
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」が
毎
日
の
よ
う
に
、「
気
づ

き・出
会
い
」「
も
の・こ
と
づ
く
り
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
L
i
n
k
」「
K
G
フ
ァ
ン
創

出
」「
た
て・よ
こ 

き
ず
な
」の
五
つ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
員
や
職
員
、学
生
が
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
登
場
し
自
身
の
経
験
や
学
び
な
ど

を
シ
ェ
ア
す
る「
ク
レ
セ
ン
ト
ア
ワ
ー
」

や
、企
業
と
の
コ
ラ
ボ
で
開
催
す
る
ア
イ

デ
ア
創
出
型
コ
ン
テ
ス

ト
、小
学
生
を
招
い
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
ミ
ン
グ
や
国
際

教
育
を
一
緒
に
学
ぶ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、そ
の

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参

加
す
る
こ
と
で
新
た
な

出
会
い
が
生
ま
れ
、幅
広

い
視
野
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
付
き

ま
す
。

五つのフィールドで展開する参加型企画「アクティビティ」

大学院生による学習相談「クレセントチューター」

古着と思い出を共に交換して地球にやさしいファッションを楽しむ「古着交換会」

青色の椅子が相談スペースの目印

さまざまな登壇者が登場するクレセントアワー。気軽に参加可能

特集 世界市民を育む、
学びがある。

知識や経験が豊富な大学院生のサポートは心強い
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ク
レ
セ
ン
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
の
予
約
は
こ
ち
ら
→

※写真は昨年度以前に撮影したものです。



　今、世界は、市場拡大を前提とした経済が行き詰まり、新型

コロナウイルス感染症の蔓
まん

延
えん

により社会そのものも大きく変わ

ろうとしています。また、気候変動や水問題といった世界規模

で深刻度を増す課題、わが国においても人口減少や少子高

齢化などによる成長の限界といった課題が山積する混沌とし

た状況です。

　一方、三田市には、歴史的背景を持つ三田駅前市街地、計

画的に開発されたニュータウン、景観に富む農村地域といっ

た多様なまちの要素があり、それが魅力のまちです。しかし、そ

れだけに課題も多様で、しかも複雑に関係し合っています。ま

さに課題の多様性、構図において三田市は日本の縮図です。

　私たちは、解決に向けて行動を起こさなければなりません

が、これらグローバルからローカルまでの社会的課題は、い

ずれも個別分野の知識や経験だけではもはや全体を見通す

ことが難しいものばかりです。そのため大学や経済界、行政、

NPOといった境界を越えて新しい社会を共に創る（共創す

る）イノベーティブな思考によって解決を図る必要があります。

多様な人 と々分野や経験を超えて対話し、部分ではなく総合

的に課題を捉え、課題の本質に気付くことが重要なのです。

　社会を変革するには、世界が大きく変わりつつある今が

「チャンス」でもあります。さいわい関西学院と三田市は連携

協定を締結しており、大学そして学生の皆さんと三田市とが

課題を共有し、連携してまちづくりを行えることは、三田市の

強みです。そこで得た知見やノウハウは、日本の未来を変革す

るような解決モデルともなる可能性があります。

　このような中、学問分野や国境を超えて新しい価値を生み

出せる人材「境界を越える革新者（Borderless Innovator）」

を育成する場として、関西学院大学神戸三田キャンパスが新

しく生まれ変わることに、私は大いに期待しています。

　ちょうど三田市では、2022年からスタートする新しいまちづ

くりの10年計画「第5次総合計画」を検討しているところで

す。計画策定にあたっては大学の知見をはじめ、未来の主人

公である若い人たちの力がぜひ必要です。学生の皆さんにも、

大学での学びを生かし、枠組みにとらわれない革新者として

の視点から策定に参画していただきたいと考えています。

　最後に、私は、市長就任以来、「進取の精神」と「未来への

責任感」を信条としています。学生の皆さんには、未来を創る

ために、自分が今、どう行動すべきか、「未来への責任感」を

常に持って、学んでほしいと思います。

　新しく生まれ変わる関西学院大学神戸三田キャンパスや

未来のInnovatorたる学生の皆さんと新しい三田を共創でき

ることを楽しみにしています。

KSC（神戸三田キャンパス）で学ぶ学生たちは、三田市の

まちづくりや地域貢献などの実践的な学びを通して大きく

成長してきました。また三田市は、「学びの都（まち）」とし

て関西学院大学をはじめとする高等教育機関や学生らと

共にまちの活性化に取り組んできました。KSC再編・拡充

を機に、今後さらなる連携が期待される三田市の森哲男市

長のメッセージを紹介します。

1

2

3

1 学生のまちづくりワークショップ
2 学生のまちづくりコンテスト＆交流会
3 市内で開かれた学生イベント

（いずれも三田市提供）

未来のInnovatorたちと新しい三田を共創！

三田市長

森 哲男 さん
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　総合政策学部では多くのプレゼンテーションやディスカッショ

ンを経験し、自分の思いを伝えて共感を得る力や論理的思考を身

に付けました。また、都市政策や地域づくりについての知識を深め、

三田市の地域活性化事業など、学外での活動にも多く挑戦しまし

た。その中で、信念を持って好きなことを仕事にする方や多くの経

営者と出会い、「信頼できる仲間と一緒に目標を追い掛ける人生を

歩みたい」と思うようになりました。「スタジオMOVEDOOR」は、そ

んな思いに共感してくれるKSCの仲間と設立しました。

　三田市などの「地域」が持つ課題は、日本や世界全体の課題と

もいえます。学びや出会いをくれた地域の挑戦が世界の先進事例

に変わると信じ、地域の魅力の再発掘・デザイン・発信による課題

解決、地域で頑張る人や企業のエンパワーメントによる地域産業

活性化の実現に貢献していきたいと考えています。

　KSCには、何かに挑戦したい、面白いことをしたい、と考える意欲

的な学生がたくさんいます。そんな環境だからこそ、刺激を受けま

すし、切磋琢磨できる仲間と出会うことができます。大学生のうちに

自分の興味に挑戦し、社会を巻き込んだ活動をしてほしい。それが、

自分の生き方や働き方の選択肢を広げてくれると思います。

　「学生から見たKSCの魅力を高校生に向けて発信」すべく活動

しています。キャンパスの雰囲気や学生の活動、キャンパスがある

三田市に関する情報など、大学のホームページやパンフレットだけ

では感じることが難しい「リアル」を伝えたいと思っています。

　KSCの魅力はたくさんあります。その一つが、「誰も知らない新し

い楽しみ」を見つけられるところだと思います。学生が取り組む学び

や研究は多様で、交流を通して自分の知らない世界を知ることがで

きます。最先端の研究にも挑んでいるKSCでは「まだ誰も知らない」

ことを追究することも可能です。三田市も、私たちがまだ知らない魅

力にあふれており、日々 新しい発見があります。私たちの発信を通し

て、KSCに興味を持ってくれた高校生が入学してくれ、そして入学

後には一緒に情報を発信したり、より魅力的なKSCの実現に向け

て活動したりするような好循環をつくっていきたいと思っています。

　2020年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大が世界に大

きな影響を与え、大学生活もこれまでとは全く違うものになりました。

世界や社会がすごいスピードで変化する状況において、大学で何

を学ぶのか、そして大学で学ぶとはどういうことなのか。私たちはも

ちろん、将来KSCで学ぶ皆さんにも、そうした情報発信に関わって

ほしいと思います。

在学中に三田市で農業体験事業や地域情報誌の制作などを経験し、KSCに通う同
級生と「スタジオMOVEDOOR」を設立した。「PRで事業成長をデザインする」をミッ
ションに、デザインや映像制作を通して地元企業の挑戦を支える事業を展開してい
る。一方で、現役の学生や三田市と連携して「学生拠点プロジェクトin三田」を立ち
上げ、三田の「まち」に学生の活動拠点をつくる活動も展開している。

スタジオ
MOVEDOOR代表

諸富 稜 さん
（2020年総合政策学部卒）

神戸三田キャンパスの公式Twitterアカウントを運営する学生団体。2017年に活動
を開始し、高校生に向けてKSCの情報や魅力を学生目線で発信している。研究成
果や学習施設、キャンパスの雰囲気はもちろん、KSCがある三田市のことやキャンパ
ス周辺情報など発信内容はさまざま。

神戸三田キャンパス
公式Twitter運営団体

「これぞ関学」

意欲的な仲間との挑戦を通じて
生き方の選択肢を広げよう！

未知の魅力にあふれるKSCで
新しい世界との出合いを！

スタジオMOVEDOORのメンバー。背景は「学生拠点プロジェクトin三田」として整備し
た三田市の古民家

アカデミックコモンズ内に設置されたテントでミーティングをすることも

特集 世界市民を育む、
学びがある。

アカウントのフォローはこちら→
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カップ麺や特産品で一人暮らしの学生を応援
西宮市社会福祉協議会と三田市

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による4月からのキャ
ンパス閉鎖後も、寮やアパートなどに残って一人暮らしを続ける学生に
西宮市社会福祉協議会と三田市からカップ麺や特産品の寄贈による
支援を頂いています。同協
議会からはすでにカップ麺
約200個が贈られ、三田市
では米や野菜、焼き肉セット
など地元の特産品を詰め合
わせた「学生応援便」の受
け付けが始まっています。

動画で関西学院大学を知るWebキャンパスを公開！
中止のオープンキャンパスに代わり

　関西学院大学は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大の
影響により中止になった夏の
オープンキャンパスに代わり、
動画で関学について知ること
ができるWebサイト「関西学
院大学Webキャンパス 関学
のコト知るサイト」を6月25日（木）に公開しました。直接大学を訪れ
る機会を失った高校生に向けて、気軽に視聴できる動画を通して関
学について少しでも知っていただくことが目的です。

矢尾育子・理工学部教授と
浜松医科大学のグループの研究成果

Webキャンパスは
こちら→

①�グルタミン酸やGABA量の脳領域特異的な変化に 
タンパク質分解に関わる酵素Scrapperが関与する
ことを発見

　浜松医科大学・光イメージング研究室の衞藤史博大学院生、
矢尾育子准教授（当時。現・関西学院大学理工学部教授）およ
び細胞分子解剖学講座の瀬藤光利教授らは、質量顕微鏡を使
用してS

※
crapperノックアウト（SCR-KO）マウスの脳中の神経伝

達物質の量と分布を分析し、SCR-KOマウスは脳領域特異的に
グルタミン酸やガンマアミノ酪酸（GABA）が増加していることを発
見しました。グルタミン酸やGABAを含む神経伝達物質は認知や
運動など脳機能に深く関与しており、神経伝達の障害は中枢神
経系の疾患を引き起こします。
　これまでSCR-KOマウスは行動学的解析で不安行動の異常
も報告されており、今後、各脳領域の神経伝達や神経伝達に
関連する分子に対するScrapperの機能的関与を調査すること
は、神経伝達物質量の変化を伴う疾患のメカニズムの理解に役
立つことが期待されます。この研究成果は5月4日、国際学術誌

「Scientific Reports」に掲載されました。

※�Scrapperノックアウト（SCR-KO）マウス…恐怖記憶形成の異常や脳の
海綿状変性、神経細胞の萎縮といった老化現象が見られ、体が小さく寿
命も短い。

②�世界で初めて喘息モデルマウス肺のアセチルコリン
過剰分泌を可視化

　浜松医科大学・光イメージング研究室の松田孟士特任研究
員（当時。現・立命館大学）、矢尾育子准教授（当時。現・関西
学院大学理工学部教授）、同大学内科学第二講座のグループ
と、日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社は、共同研究により、
質量分析イメージング法を用いて喘息モデルマウスの肺組織内
で、副交感神経や運動神経の末端から分泌される神経伝達物質
であるアセチルコリンが過剰に分泌されていることを世界で初め
て可視化することに成功しました。

学院通信
Gakuin Tsushin

海外協定大学への留学者数で日本一に！
2018年度は1,833人を派遣

　関西学院大学は2018年
度、海外の大学などとの協定
等に基づく日本人学生派遣数
が国内の大学でトップになりま
した。海外の協定大学等への
1年間の派遣者数は1

※
,833人

で、2014年度の「スーパーグ
ローバル大学創成支援（SGU）」採択以来、最重要目標に掲げて
いた海外協定大学への派遣学生数日本一を達成しました。
※独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）による調査結果

KG JOURNAL 23



若林克法・理工学部教授と東京大学の研究グループ
原子層厚さでの強誘電特性を実証

　東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻の東垂水直樹博士研究員、長汐晃輔
准教授らの研究グループは、関西学院大学の若林克法・理工学部教授、国立交通大學の
Wen-Hao Chang教授らとの共同研究により、2次元層状物質である硫化錫（SnS）において
単層を初めて成長させ、その※強誘電特性を実証しました。
　これまで強誘電特性は、材料の極薄化により特性を失うことが報告されており、近年の電子
デバイスの微細化において大きな問題となっていましたが、今回の強誘電特性の実証は、将来
的なメモリや、圧電性を利用したナノ発電等への応用が期待されます。
　この研究成果は5月15日（米国東部夏時間）、英国科学雑誌「Nature Communications」
に掲載されました。
※強誘電特性…外部に電場がなくても電気双極子が整列し、かつ双極子の方向が電場によって変化する特性のこと。

谷水雅治・理工学部教授と熊本大学大学院などの研究グループ
熊本地震後の地下水位の異常上昇の原因を解明

　熊本大学大学院先端科学研究部の細野高啓准教授らの研究チームは、カリフォルニア
大学バークレー校のMichael Manga教授ら、ならびに関西学院大学の谷水雅治・理工学
部教授らとの共同研究により、平成28年（2016年）熊本地震発生前後に採水したさまざま
な水試料の安定同位体比を分析しそれらの変化特徴を読み解くことで、熊本地震後に広域
地下水流動系の涵

かん

養
よう

域を中心に観測された地下水位の異常上昇は、阿蘇西麓山体に蓄
えられていた山体地下水が透水性の増加に伴い解放され、流下部の広域地下水流動系に
新たに付加されたことが原因で生じたことを突き止めました。
　この研究成果は6月2日（日本時間）、Nature Publishing Groupオープンアクセス誌

「Nature Communications」に掲載されました。今後、地域の安全な水利用対策に生か
されます。

佐山浩・総合政策学部教授が
2019年度日本造園学会賞（著作部門）を受賞

　佐山浩・総合政策学部教授が「2019年度日本造園学会賞（著
作部門）」を受賞しました。この賞は、造園学
分野の進歩発展を図るために当該分野に
おける優れた業績に対して日本造園学会
から与えられるものです。今回対象となった
著書は、「47都道府県・花風景百科」（丸
善出版）です。国立公園レンジャーOB5人
の著者による合作で、全国47都道府県
の選りすぐられた約350もの花風景を紹
介しています。

関学カプセル…㊻

1995年4月、総合政策学部の設置とともに開設された関西学院の二つ目の
キャンパス。自然と建物の共生を図り、スパニッシュ・ミッション・スタイルを踏襲
するなど、関西学院にふさわしいキャンパスデザインです。

神戸三田キャンパス

KG JOURNAL24



Present Question
naire

関学ジャーナルのアンケートにご協力ください。ご協力いただい
た方の中から抽選で6名様に「牛革製マウスパッド（17㌢×15
㌢、エンブレム入り）」をプレゼントします。右記QRコードからア
ンケートにお答えください。締め切りは2020年10月1日（木）。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの発送以外では利用いたしません。

下地博之・理工学部助教と東京大学、慶應義塾大学等の研究グループ
シロアリにおける生殖虫分化：異性による生理調節機構を解明

長田典子・理工学部教授の感性評価技術を
株式会社住化分析センターが事業化

　東京大学大学院の三浦徹教授、慶應義塾大学の林良信専任講師、関西学院大学の下地
博之・理工学部助教らの研究グループは、繁殖個体と非繁殖個体の間で分業が見られることが
大きな特徴のシロアリについて、雌雄の生殖虫が他個体の生理環境（体内の幼

※
若ホルモン濃

度）を操作することで、生殖虫への分化を調節していること、その効果は雌雄で異なること（性によ
る非対称性）を突き止めました。
　真社会性の進化と性比の偏りとの関係性は古くから注目され、さまざまな研究がなされてきまし
た。この研究では、シロアリのコロニーにおける繁殖個体の性比の偏りが、雌雄の生殖虫による
幼若ホルモンを介した非対称的な制御により成り立つことを明らかにしました。シロアリが精巧な
社会を形成する仕組みを理解する上で重要な知見となることが期待されます。
　この研究成果は6月10日、電子ジャーナル「Scientific Reports」に掲載されました。
※幼若ホルモン…昆虫の脱皮や変態をつかさどるホルモンの一つ。

　関西学院大学「感性価値創造インスティテュート」（所長 長田典子・理工学部教授）は、産
業や生活環境における新たな感性価値を創出するため、科学、技術、芸術を融合した新しい方
法論の研究を行っています。感性評価技術は、感性工学、心理学、統計学などの「科学」に基
づき、製品やサービスに対する漠然とした人の気持ちや感じ方（感性）について、客観的な尺度

（ものさし）を作成すること、それを用いて感性を数値化・可視化すること、さらには、製品やサー
ビスに感性的な付加価値を与えることを可能にします。
　長田教授が2018年度から共同研究を進めている株式会社住化分析センターは2020年4
月、感性評価技術を取り入れた「感性評価」サービスを自社事業として新たに開始しました。同
社は、この技術を得意とする化学分析、物性評価と組み合わせることにより、製品の価値を一段
と上げることに貢献したい、としています。

読者アンケート
&

プレゼント
アンケートの回答は

こちら
↓

学院通信
Gakuin Tsushin
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今回は、新たに生まれ変わる
「神戸三田キャンパス」の特
別号となりました。学部の再編・
拡充でますます充実する学びと
研究、さまざまな垣根を越える
“Camping Campus”という全く
新しい学びのフィールド。ただた
だ、うらやましい！こんなキャンパ
スで学びたかった…。（りょ）

聖書に聞く

院長 　舟木　讓

今
、世
界
で
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
、“social distance”

や
マ
ス
ク
着
用
、会
食
時
も
向
か

い
合
わ
ず
、話
を
せ
ず
に
短
時
間

で
終
わ
る
よ
う
に
、と
い
っ
た
指

示
も
あ
り
、私
た
ち
が
こ
れ
ま
で

大
切
に
し
て
き
た
、人
と
の
交
わ

り
を
深
め
、豊
か
に
す
る
時
を
否

定
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
聖
句
は
、神
が
最
初
の
人
、

ア
ダ
ム
を
造
っ
た
の
ち
、も
う
一

人
の
人
を
造
る
理
由
と
し
て
発

せ
ら
れ
た
言
葉
で
す
。「
彼
に
合

う
助
け
る
者
」と
訳
さ
れ
て
い
る

原
文
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
、直
訳
す

る
と「
彼
に
向
か
い
合
う
よ
う
な

助
け
手
」と
な
り
ま
す
。こ
こ
か

ら
、人
が
人
と
し
て
生
き
る
上
で

欠
か
せ
な
い
存
在
は「
向
か
い
合
い

助
け
て
く
れ
る
人
」で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

現
状
で
は「
向
か
い
合
う
」こ

と
や
直
接
手
を
差
し
伸
べ
て「
助

け
る
」こ
と
も
避
け
る
よ
う
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、物
理

的
な
距
離
を
取
る
こ
と
で
、逆
に

客
観
的
か
つ
冷
静
に
人
や
社
会
と

「
向
か
い
合
う
」こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存

在
す
る「
欠
け
」に
気
付
き
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
な
形
で
補
い
、「
助

け
合
う
」べ
き
な
の
か
を
考
え
る

た
め
の
良
い
機
会
と
し
て
、今
の

時
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
以
上
の
犠
牲
者
が
出
な

い
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、コ
ロ
ナ

後
の
社
会
が
、以
前
は
気
付
か
な

か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の「
欠

け
」と「
助
け
」を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
存
在
に
気
付
き
、人
と
社

会
に
真
摯
に「
向
か
い
合
い
」「
助

け
合
う
」、今
よ
り
優
し
い
世
界

と
な
る
よ
う
に
、新
し
い
日
常
を

共
に
創
造
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

主なる神は言われた。
「人が独りでいるのは良くない。彼に合う助ける者を造ろう。」

創世記　2章18節

編集後記
関西学院大学 Instagram

Kwansei Grand Challenge 2039

♥

関西学院は、創立150周年を迎える2039年を見据え、関西学院
のありたい姿・あるべき姿を示した「超長期ビジョン」と、それを実現す
るための前半10年間（2018－2027年）の方向性を示した「長期
戦略」からなる将来構想「Kwansei Grand Challenge 2039」を
2018年に策定しました。現在は、これに基づく「中期総合経営計
画」で、さまざまな施策が進んでいます。
詳細は下記Webサイトをご覧ください。
https://kgc2039.jp/

関西学院大学のキャンパスや
授業風景、学生の活動の様子
など、さまざまな瞬間を写真や動
画で紹介！友達が出ているかも。

アカウント名／kwanseigakuinuniversity
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